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耀叢 機械翻訳関係商品一覧の掲載について

この と ころ 、機 械 翻 訳 に対 す る関 心 が 非 常 に高 まっ て い ます 。 ユ ー ザ ー層 が広 が る と と もに 、 各 社 か ら

い ろ い ろ な 商 品 が発 売 され て い ます 。 そ こ で 、現 時 点 で の商 品 に 関す る情 報 を ま とめ て 一 覧 表 と して 、

AAMT Journalに 掲 載 し、皆 様 方 の お 役 に 立 て た い と思 い ます 。

機 械 翻訳 に 関す る 商 品 の カ タロ グ ・資 料 等 を 、事 務 局 へ1996年2月15日 まで に お 送 り下 さい ます よ うお

願 い致 し ます。



機 械 翻 訳 の 夢

東京工業大学大学院情報理工学研究科教授 田中 穂積

 情報ネットワークの広域化、高速化につれて世界

各地の情報が、容易に入手可能になってきている。

高速の情報ネットワークインフラが整備され、情報

ネットワークが各家庭にまで張 り巡らされることに

より、世界各地に分散 して存在 しているさまざまな

情報を、家庭にいながらにして即座に手にいれるこ

とが可能な時代が到来 しようとしている。情報ネッ

トワークの高速化により、動 きのある高精細な映像

を自在に送受信することも可能になってきている。

こうしたインフラの整備は、経済だけでなく、医療、

教育、その他 さまざまな分野に計 り知れない影響を

及ぼすことになるだろう。

 米国では、小(中?)学 生がインターネットを利

用可能な環境が試験的に授業に導入されている。そ

こでの授業では、たとえば 「米国の国会の仕組みを

調べなさい」といった宿題が生徒に出されるという。

生徒はネットワーク上に存在するさまざまな情報源

に教室や家庭からアクセスして宿題を仕上げる。分

か らないことをネットワークを通 じて聞 くことも可

能である。宿題を仕上げた生徒は、宿題を報告する

場でも情報機器とネットワークを使いながらプレゼ

ンテーションを行 う。インターネットを利用 した授

業の形態は、従来の図書館調査重視型の調査方法と

比べて、新 しいホットな情報に即座にアクセスする

ことが可能な点で望ましい。

 確かに情報ネットワークの出現は、情報源に関す

る地理的・距離的問題を解決 しつつある。しかし情報

源が国内から国外のものに広がるや否や、言語の問

題がクローズアップされる。言語の障壁が立ちはだ

かるのである。この障壁をどう乗 り越えるかは、情

報ネットワークインフラの整備と共に、これからま

すます重要になるだろう。この問題を解決する強力

な武器の一つが機械翻訳システムにあることも論を

待たない。現在、ネットワーク上に分散 している情

報源の多 くが自然言語で書かれた文書であることを

考えると、自国語の文書を人手により他のすべての

言語に翻訳することは不可能であるといってよい。

機械による助けがどうしても必要なのである。最近、

本格的なネッ トワーク社会の到来を想定 した機械翻

訳 システムが稼働するようななってきてお り、機械

翻訳システムのビジネスチャンスが拡大 しつつある。

 しかし、現在の機械翻訳システムの能力はまだま

だ十分とはいえない。機械翻訳システムの使用側の

目的次第では、こうした不十分なシステムであって

も役立つ場面 も確かにあるにはあるが、さらに高速

で高性能な機械翻訳システムがあればそれに越 した

ことはない。困難ではあっても、現在の機械翻訳シ

ステムの性能を今一段アップする必要があるのであ

る。そのためのブレークスルーをもたらす独創的な

研究開発が今こそ求められている。情報ネットワー

クの整備が世界的な規模 になるにつれて、多言語間

翻訳の必要性 もますます高まるに違いない。

 先のネットワークを利用した授業の例でいえば、

小学生や中学生が、他国語で書かれた文書にアクセ

スし、機械翻訳 システムを通 じて、自国の言語に翻

訳 し、それらを生きた情報として授業に役立たせる

ことが可能なレベルの機械翻訳システムが仮に実現

したとしよう。そうすると次のようなことを夢 とし

てかたることも不可能ではなくなる。先生から、「他

国の同年代の生徒が使用する歴史の教科書 をしらべ

て、自国の ものと比較 してみなさい」などという宿

題が出 されるか も知れない。こうした教育を通 じて、

たとえば第二次世界大戦を、他のアジアの人々がど

のように受けとめているか、少な くとも日本の政治

家が失言を繰 り返す歴史観が正当なものかどうか、

偏見に基づ くものであるかどうかを、さまざまな情

報源から多角的に考えることができる。自己の受け

た歴史教育が、他国からみたらどのようなものであ

るかを知ることもできる。情報ネットワークに機械

翻訳システムを重ね合わせると、世界の国々の人々

との相互理解を深めることが可能になる。それによ

り機械翻訳 システムが間接的に世界平和の貢献に役

立つことになる。こうした夢を早 く実現 したいもの

である。
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コ ー ヒ ー ブ レ ー ク 独 り 言

凸 版 印 刷(株)Document Engineering部 部 長 関 直 彦

 大概、私たちが同じ言語で会話 をしている限りに

おいては、お互いの間で意志が問題なく通 じている

ものである。話 し言葉では難解な言い回しをしない

ために、相手は容易に理解でき、またインタラクテ

ィブで確認 しつつ話を平易な口語体で進めるので、

聞き手が余程ぼんやりしてない限 り、通常、意志の

疎通に問題はない。それが、いざ書かれた文章とな

ると、母国語の日本語で書かれているにもかかわら

ず、極めて難解なもの、あるいは意味をなさない も

のが多々見られ、翻訳者泣かせ となる。

 殊に会社案内といったような印刷物によく見られ

る、会社の トップによる巻頭の辞などが良い例であ

る。一見、大変に高遭かつ格調の高いような文章で、

しばし感心。 ところが、いざ英訳せんと取 り組んで

みると、何を意味するのか、何を言いたいのかさっ

ぱ り判らないものが しばしば見うけられる。実際に

その文章を書いているのは広報部の人間とか秘書で

あろうが、わけの判らぬ文章が醸 し出す権威性、あ

るいはカリスマ性でもって、読む人を煙にまこうと

意図 しているのではないかと思われる文章が幅をき

かせている。そのような文章はよく読んでみると、

まった く意味 をなしていない。その点、英語は合理

的であるため、読み手を煙にまくようなファジーな

文章には訳せないのである。

 翻訳のための日本語原稿は美文である必要はさら

さらなく、分か り易く合理的に構成 された文章であ

ってほしいと常々思う。 日本語独特のファジーな表

現は、相手を煙にまいたり、焦点をぼか したり、あ

るいは誤魔化 した りするには至極便利ではあるが、

それを外国語に訳すとなると、コンピュータがやろ

うと、人間がやろうと、実に厄介な代物になる。人

間でさえ理解できない文章は、機械に理解で きるわ

けがなく、将来、翻訳需要の相当部分を機械翻訳が

担 うようになった時、正しい文章で書かれた原稿が

必至 となってくる。

 一方、技術者が書 く技術文書で も、文章力の稚拙

さか ら日本語になっておらず、何を意味 しているの

か理解に苦 しむことをよく経験する。専門性が高い

がために理解できないのではなく、まるで下手な機

械翻訳がやった訳文のような原稿がしばしばある。

時間が迫 られていることから、翻訳者は分からない

ままに無理に訳 し、そのまま流通してしまうことに

なる。原稿 を書いた本人自身も英語がよく理解でき

ず、見過 ごされて しまうのである。外国語に翻訳す

ることを前提 に書 く原稿は、明瞭かつ合理的に記述

してほ しいものである。

 また、翻訳 された日本語にも意味不明の文章をし

ばしば見かける。これは、翻訳者の英語の理解力に

問題があるか、 日本語の文章力が拙いためか、ある

いは専門的内容が訳者の理解の域を越えているかの

いずれかであろう。英文の理解度については、難 し

い単語を羅列 した文章 よりも、きわめて平易な単語

で組み合わされているidiomの 訳 し方に間違いが多

く見られる。英語はidiomaticな 言語であることを、

プロの翻訳者には肝に銘 じて勉強をしてもらわなけ

ればならない。

 翻訳者であるからには文章を書くということもそ

の仕事の一面であり、正 しい、理解できる日本語 に

訳す能力と同時に、書 く力量も問われる。翻訳者は

英語の理解力も最低必要条件であるが、正しい高品

質の日本語を書けるということも極めて重要なので

ある。これまで随分、翻訳者に仕事 をお願いしてき

たが、そのまま印刷に供せられるような文章は、残

念ながら滅多にお目にかかれないのが実情である。

そこでリライ トが必然となって くるが、コス トと納

期の競争が厳 しくなるにつれ、品質を維持 しつつ余

計なプロセスは避けなければならなくなる。優れた

翻訳者とは、外国の文化と生活をよく理解 した上で

の翻訳能力を身につけ、しかも日本語をよく駆使で

きる人と云えよう。
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 明治、大正の頃は、かなり広範にわたる層の人た

ちが、立派な文章を書けたようである。最近の人た

ちが、まともな日本語の文章を書けなくなったのは、

戦後の国語教育に問題があるとも云えよう。また万

葉以来、いにしえの人々が苦 もなく見事な和歌をひ

ねり出していたこととも考え併せると、国語の教育

問題 もさることながら、興味の対象、情報、やらな

ければならないことが過剰となって心のゆとりがな

くなり、消化不良を起こしていることにも日本語の

表現能力後退の原因があ りそうだ。

 日本語はさておき私がよく驚かされることは、昔

は層は薄いものの、見事な英文を書 きこなす日本人

が数多 くいたということである。明治の幕開けと同

時に、西洋文化を急速に吸収する必要にせまられ、

数多 くの教授や講師が欧米から招聰 され、そして講

義は英語をは じめとする外国語で行われていた。教

科書も、もちろん原書。また国立大学の教授になる

には留学することが必要条件でもあり、文化へのハ

ングリー精神と相まって外国語の吸収には必死 とな

り、自ずから語学力が身についたのであろう。

 夏目漱石の英語の文章力は、英国人も舌を巻 くほ

どであったという。当時の日本の自然科学者が、世

界で最も権威あるネイチャー誌に寄稿 している英文

にも感服させられる。ポーツマス講和会議の席上、

ロシアの代表は、どうせ日本人には分からないだろ

うと高を括 り、上流社会の共通語であったフランス

語でおおっぴらに 「内緒話」を日本代表の面前でし

ていた。講和条約に署名をした後の挨拶 となった時、

わが全権、小村寿太郎は見事に流暢なフランス語で

スピーチをして、相手を仰天、慌てさせたというエ

ピソードがある。今では外交官の層が遥かに厚 くな

っているが、相手を感服 させるようなスピーチので

きる外交官は稀であろう。

 最近の中学、高校の英語の教科書を開いてみると、

会話が中心になってきているようである。実際に使

える生きた英語 ということで、それは一つの良い傾

向と云えよう。しかし反面、書 く英語(ス ピーチの

原稿も含め)が 疎かになっているような気がする。

英会話のできる人、辞書を引 きなが らで も英書を読

める人の数は確実に増えているが、さて書 く英語 と

なると、残念ながらまともな英語の文章を作れる日

本人は極めて少ない。 また最近、日本に住む外国人

の数 も着実に増加 しているが、練れた、優れた英語

の文章を書ける人は滅多にお らず、またいても、か

なり割高についてしまうのである。そこで和文英訳

の場合、当社では米国現地で、日本語 を高度に理解

している米国人が日本語から直接英語に翻訳 し、そ

の上で米国人のエデ ィターが文章を練 り上げるよう

にしている。そうすることによって、良い品質の英

訳文を安 く、短納期で手に入れることがで きるよう

になっている。 日本国内で良質の英訳文を調達でき

るようになるのは、まだ遠い先のことになりそうだ。

 少 し話 しがそれるが、小説家が芸術家の範疇に入

ることは誰 も否定 しないであろう。創造性があるか

らである。 しかし、創造性があるだけでは小説家と

しては受入 られず、やはり優れた文章力でもって創

作を包み込む能力が備わっていなければならない。

い ささか古い話で恐縮であるが、かつて兼常清佐と

いう音楽評論家が、演奏家は芸術家ではないと主張

し、音楽界に一大論争を引 き起こしたことがある。

猫だって鍵盤の上を歩けば、ピアノを弾いたことに

なる。演奏家には創造性がないから芸術家とは云え

ないという主旨である。だが今では、一般的に演奏

家 も芸術家の一翼を担っていると認められている。

創造性の度合いからすれば、正確には演奏家は準芸

術家と呼ぶべ きか。楽譜を読んで、それを現実の音

に転換する演奏家が芸術家、あるいは準芸術家であ

るならば、芸術作品である小説を翻訳する訳者も同

様の地位にあるはずで(訳者は役者にも通 じそうだ)、

少なくとも優れた翻訳者を準芸術家と呼んでも然る

べきではないだろうか。その意味で、小説家が優れ

た文章を練 り上げるのと同 じように、翻訳者も準芸

術家、知的人としての誇 りをもって、素晴 らしい翻

訳をし、優れた日本語にする努力をして欲 しいもの

である。

コー ヒー ブ レー ク には少 々堅 い話 に な り、恐 縮 で す。

論

1灘
関  直 彦
1昭和15年  東京生 まれ

昭#II39$`一 早稲田 大学商学部卒裳 貿 易畑

昭和40年 凸版印刷(株)人 社 外国 部

II(i#147、54{1三 Sydncy, Australia勇ヒイr.

}1♂{胴56、'1`成2年  Ncw York, Boston駐 在
`1'〉>k2年 Ducumcnt Enginccring部 創設 と1司時 に1司部 々

   長現イ1.に至る
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機械翻訳のための 日本語の書 き方

(株)ア イ ・ピー ・エス 代表取締役 櫻井 恵三

1.英 語 を 日本 語 で書 こ う

A.プ ロでも完全な翻訳はできない

翻訳機の進歩はめざましいもので、今では日本語で

英語が書けると行っても過言ではありません。 しか

し今現在の翻訳機はどんな日本語でも英語にできる

という訳ではありません。それではどんな文が英語

になって、 どんな日本文が英語にならないのでしょ

うか。この小冊子は翻訳機を使って英語に翻訳でき

る日本語の書 き方を説明するものです。これを何度

か読んで練習 していただけばかな りのところまでの

翻訳ができます。特にマニュアル文には最適です。

もちろん翻訳機で完壁な翻訳はできません。

どんな単語でも翻訳 します。 しか し辞書入力には大

変な労力がかかるため、単語の登録数は限定されて

います。この理由から通常の翻訳機に登録されてい

ない単語は書き換える必要があ ります。日本特有の

年号(平 成、昭和等)は 西暦に、数量単位のそれぞ

れ割、坪、尺を%、 ㎡、㎝等に書き換えた方が賢明

です。数字表現では千、万、億、兆以外は算用数字

を使って下さい。

昭和63年

二割五分

1坪

B.な るべ く漢 字 で

1988年

25%

3.3m`'

プロの翻訳者といえども完壁な翻訳はできません。

通常日本語から英語に翻訳するのがプロの翻訳者の

仕事です。翻訳者が訳 した英語を母国語とするネイ

ティブのリライターがチェックしてより自然で完全

な英語に仕上げます。宣伝用の文書となればさらに

リライターは意味合いを理解 した上でその英文をす

っか り書換 る必要があります。例えプロの翻訳者と

言えども日本語の意味合いを英語の意味合いに直す

のは容易ではあ りません。これに近い翻訳なら翻訳

機でも十分です。たとえ完全な翻訳でなくとも、表

現や文法が正 しくなくとも日本語の原文を参照せず

に英語を見れば内容が理解できる英文が機械翻訳の

理想とするレベルです。英語のネイティブはた くさ

んいますのでこのレベルの英語になっていれば比較

的容易にリライトできます。

II.日 本 語 入 力 の ル ー ル

次の二つの理由から、文章を書 くときにはそれが通

常、漢字を当てはめることが出来る場合はなるべ く

漢字を使用 して下さい。
一つは日本語には多 くの同音異義語があるからです。

漢字を当てはめることにより特定の意味の英語が訳

出可能になります。

他の理由は日本語を英語に訳す場合、日本語の解析

の段階でカナのままであるとどこで語が切れるのか

難しいケースが多くあります。この場合 も漢字が使

われていると日本語の解析が容易になり、それだけ

訳文が正確 になります。

例 文

守 衛 は6時 に 門 を へ い さ し た 。

The dooman isへ い さ し たin a gate at 60'clock.

リ ラ イ ト

守 衛 は6時 に 門 を 閉 鎖 した 。

The doorman closed down a gate at 60'clock.

1.日 本語特有の表現をしない

翻訳機は基本的には辞書として登録 してさえあれば

例文

金お くれたのむ。
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It does the drinking which was delaid in charge.

リ ラ イ ト

金 送 れ 、 頼 む 。

Send charge, it asks it.

C.付 属語はひらがな表記

次の言葉は動詞ではあ りますが、本来付属語的に使

用されていますのでほとんど意味を持っていません。

意味の無いこれらの言葉は漢字にしません。 しか し

漢字表記されると急にその用語が意味を持ち、翻訳

機がその言葉を訳出 しようとしますので、次の表現

は不必要なものであれば削除するか、またはひらが

な表記にして下さい。

～ し て い る 。

～ し て み る 。

～ な っ て くる 。

～ し て も ら う
。

～ 来 て く れ る 。

～ し て お く
。

例 文

日本 人 は 最 近 ぜ い た く に な っ て 来 た 。

The Japanese became luxurious recently and it came.

リ ラ イ ト

日本 人 は 最 近 贅 沢 に な っ た 。

The Japanese became luxurious recently.

例 文

彼 は そ の 機 械 を操 作 し て 見 た 。

He operated and saw the machine.

リ ラ イ ト

彼 は そ の 機 械 を操 作 し た 。

He operated the machine.

D.文 末 は"。"マ ルで 終 わ る

目の見えない翻訳機が文の終わ りを判断するのは難

しいことです。しかもパソコンやワープロでマル"。"

の代わりにピリオ ドを文末に使 うケースがあるので、

文がピリオ ドで終わると翻訳機は困ってしまいます。

マルがないと長い日本文と解釈 し、翻訳できる文の

限界を超え、翻訳不可能となってしまいます。

(3)助 動詞(ま たは助動詞相当語)の 後に[か]

が付いた場合はうまく翻訳で きる場合 とうまく翻訳

できない場合があります。

(a)で き る例

・で す か      →Beの 現 在 形 ～?

・ます か      →Doの 現 在 形 ～?

・可 能 動 詞+か(た か)→Can(Could)一?

・た こ とが あ ります か →Have-?

・て/で+よ いか(よかったか)→May(Might)～?

 な ど

(b)で きな い例

・せ る/さ せ る+か

・ま し ょ うか

・こ とが あ る か

 な ど

→Doの 現 在 形 ～(may)

→Doの 現 在 形 ‐let

→ ～sometimes～ .

 否定表現 と助動詞(助 動詞相当語)が 組み合わ

さっている場合には、できない場合が殆どです。

・た こ と が な い で す か

 ‐have never‐.

・そ う に な い で す か

→ 疑 問 文 に な りませ ん 。

→[そ う]が[so]に な る。

(4)[か(ど う か)]を[whether or not]と 訳 す こ と

が で き ます 。

下 記 の 例 文 は 、 全 て

 Do you know whether or not he participates?

 と翻 訳 さ れ ます 。

彼が参加するか、あなたは知っているか。

彼が参加するかどうか、あなたは知っているか。

あなたは、彼が参加するか知っているか。

あなたは、彼が参加するかどうか知っているか。
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皿.短 く書 く

1.文 を長 く しない 、 最 大60文 字 まで

機械翻訳は人間の翻訳者と違い、一文中にいくつか

の内容 を含んだ難解な日本語を適当に切 り分けて意

訳する事は出来 ません。あくまで も1文 中にある日

本語で表現 された意味を自分のルールに合わせて訳

してい くだけです。またコンピュータは長い文章の

場合は多 くの解答を出す事は可能です。 しか し我々

が望むのは1つ の解答です。そのためにはなるべ く

文を長 くせず正 しい一つの解答がでるようにします。

文を長 くすると、節間の掛か り受けを誤る確立が高

くなります。節の掛か り受けが1箇 所でも間違えば

文全体の訳文は分からないものになってしまいます。

目安としては60文字以内、述語は3つ までぐらいと

するのが良いでしょう。文章を短 くすることにより

長文では複雑になりがちな掛か り受け、修飾語、非

修飾語も明確 となり翻訳精度が ぐんと上が ります。

次のポイントに注意すると文を短 くできます。

a.文 中の述語に着目してその直後で切れないか。

b.文 中の名詞句、名詞は項 目別に出来ないか。

 複数の項目が並列にされている長い文章はまず

その文の全体の説明をしてその項 目を羅列するこ

 とで明快な翻訳が出力できます。

c.接 続詞としての"が"で 文をつなげない

A.複 文 を分 け る

例 文

一 方
、 新 聞 発 表 と は 別 に 、 新 製 品 開 発 に伴 う見 直 し

を め ぐ る 計 画 が 提 案 さ れ 、 在 庫 調 整 、 新 製 品 開 発 期

間 の 短 縮 、 取 扱 商 品 の 粗 利 益 の 改 善 の ほ か 他 社 製 品

の 販 売 も検 討 さ れ た が 、 経 営 会 議 は 深 夜 ま で 営 業 部

員 を 含 め て 討 議 が 行 わ れ た 。

On the other hand, a plan about the reconsideration

which follows a new product development apart from the

news release was proposed and the sale of an other

company product was examined in addition to the

inventory adjustment, the abridgment of a new product

development period, the improvement of the gross profit

of handling goods but discussion was done by the

management conference including a business department

member until midnight.

リ ラ イ ト

ー 方
、 新 聞 発 表 と は 別 に 、 新 製 品 開 発 に 伴 う見 直 し

を め ぐ る 計 画 が 提 案 さ れ た 。

そ し て 営 業 部 員 を 含 め 、 次 が 販 売 会 議 で 深 夜 ま で 検

討 さ れ た 。

在 庫 調 整 、 新 製 品 開 発 期 間 の 短 縮 、 取 扱 商 品 の 粗 利

益 、 他 社 製 品 の 販 売

On the other hand, a plan about the reconsideration

which follows a new product development apart from the

news release was proposed.

Next was examined by a sale management conference

including a business department member until the

midnight.

The sale of a company product in addition to the

inventory adjustment, the abridgment of a new product

development period,[he improvement of the gross profit

of handling goods.

例 文

潤 滑 油 は 、 粘 度 、 精 製 度 、 添 加 剤 と い う よ う な 油 の

性 質 を 十 分 に 考 慮 した 上 で 選 ば な け れ ば な ら ず 、 従

っ て 潤 滑 油 と して は 次 の 特 性 が 必 要 に な り ま す 。

Therefore, it doesn't consist of it if not choosing a

lubricant after considering a viscosity, a refinement

degree, the nature of oil such as the addition agent

sufficiently and as [he lubricant, the following

characteristic becomes necessary.

リ ラ イ ト

潤 滑 油 は 、 粘 度 、 精 製 度 、 添 加 剤 と い う よ う な 油 の

性 質 を 十 分 に 考 慮 し た 上 で 選 ば な け れ ば な ら な い 。

従 っ て 潤 滑 油 と し て は 次 の 特 性 が 必 要 に な り ま す 。

It is necessary to choose the lubricant after considering

the nature ofoil such as a viscosity (a refinement degree,

the addition agent) sufficiently.

Therefore, as the lubricant, the following characteristic is

necessary.
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B.長 い主語 を使わない

関係代名詞のない日本語は修飾語が長 くなるとどこ

までが修飾語か、どこまでが被修飾語か分脈を見な

ければ判断出来 ません。このような文章を英訳する

と分からなくなります。長い修飾語はなるべ く避け

ましょう。

例 文

不 正 使 用 、 事 故 、 誤 用 、 非 純 正 パ ー ツ の 使 用 、 マ ニ

ュ ア ル に 準 じな い メ ン テ ナ ン ス に よ る 故 障 の 修 理 は

保 証 に 含 ま れ て い ま せ ん 。

The repair of trouble by unjust use (the accident, misuse

it, the use of a non‐pure part), the maintenance which

doesn'tfollow a manual isn'tcontained by a gurantee.

リ ラ イ ト

次 の 修 理 は 保 障 に含 ま れ て い ませ ん 。

不 正 使 用 、 事 故 、 誤 用 、 非 純 正 パ ー ツ の 使 用 、 マ ニ

ュ ア ル に準 じな い メ ン テ ナ ン ス に よ る

The following repair isn'tcontained by a gurantee.

It depends on unjust use, the accident, the misuse, the use

of a non‐pure part, the maintenance which doesn't

follow a manual.

C,長 い 目的語 を使 わ な い

長い目的語は節から成る時は独立 した文章に、句か

ら成る時は本文から分け、名詞句の羅列にします。

例 文

プ ロ グ ラ ム を 使 い 操 作 性 を 向 上 す る た め に 必 要 な 要

素 は 応 答 時 間 、 漢 字 の 変 換 、 解 像 度 、 レ ス ポ ン ス の

時 間 で あ る 。

It uses a program and the element which is necessary to

improve of the operate‐ability is the time of the response

time, the change of a kanji, the resolution, the response.

リ ラ イ ト

プ ロ グ ラ ム を 使 い 操 作 性 を 向 上 す る た め に は 次 の 要

素 が 必 要 で あ る 。

応 答 時 間 、 漢 字 の 変 換 、 解 像 度 、 レス ポ ン ス の 時 間

で あ る 。

It uses a program and the following element of the

operate‐ability is necessary to improve.

It is the time of the response time, the change of a kanji,

the resolution, the response.

D.が を使 っ て文 を長 く しない

日本語では短い文は良 くないとみなされるため、む

やみに"が"で つなげることが多くなります。それ

が複数の独立 した文章の羅列として見なされれば良

いのですが長い文は解析を誤る確率が高 くなります。

例 文

日本 に お け る 科 学 技 術 の 活 発 な 研 究 が 世 界 中 か ら 注

目 さ れ て い る が 、 そ の 成 果 の 大 部 分 は 日 本 語 で 発 表

さ れ て い る た め に 外 国 人 に は 理 解 出 来 な い 。

The watch of the lively study of science and technology

in Japan is done from all over the world but in most of

the results, to be announced by Japanese, a foreigner can

no[understand it.

リ ラ イ ト

日 本 に お け る 科 学 技 術 の 活 発 な研 究 が 世 界 中 か ら注

目 さ れ て い る 。 そ の 成 果 の 大 部 分 は 日 本 語 で 発 表 さ

れ て い る た め 、 外 国 人 は 理 解 出 来 な い 。

The lively study of science and technology in Japan is

watched from all over the world. In most of the results, to

be announced  by  Japanese, a  foreigner can  not

understand.

例 文

こ れ か ら は 電 子 印 刷 と 通 信 機 器 が 日常 生 活 に 入 っ て

く る が 、 わ れ わ れ に 対 す る そ の 影 響 は 大 き い と 言 え

よ う 。

Acommunication instrument receptacle let's be able for

electronic print to say that it is put in the living but that

the influence over that breaking of being broken is done

is big daily from this.

リ ラ イ ト

こ れ か ら は 電 子 印 刷 と 通 信 機 器 が 日常 生 活 に 入 っ て

く る 。

我 々 に 対 す る そ の 影 響 は 大 き い 。

Electronic print and a communication instrument

receptacle enter living at this daily.

The influence over us is big.
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E.不 要 な言 い 回 しを取 り除 く

日本語には～など、～する方向で、～が望ましい、

～するためのものである、とういうことにほかなら

ない等、様々な言い回 しがあ ります。しかしこれら

の余分な言い回しは実際に翻訳する場合はこれらの

文字を省いた形で翻訳されます。翻訳機はこれらの

文字が不要とは認識せずに訳出 しようとするため掛

か り受けを間違えたり、不要な英文に訳 した りしま

す。これらの不要な言い回 し、冗長表現は原文から

取 り除き翻訳機が原文を理解 しやすいようにするこ

とが大事です。

例 文

我 々 は 環 境 問 題 な ど を 考 え な け れ ば な ら な い 。

We must think of the environmental issue.

リ ラ イ ト

我 々 は 環 境 問 題 を 考 え な け れ ば な ら な い 。

We must think of the environmental issue.

例 文

マ シ ン の 中 央 付 近 に 設 置 さ れ る 。

Mechanical installation is done by it near the centrality.

リ ラ イ ト

マ シ ン の 中 央 に 設 置 す る 。

Mechanical installation is done in center.

例 文

彼 に と っ て は 遊 び の よ う な も の は 好 き で な い 。

For him, it doesn'tlike the thing like the play.

リ ラ イ ト

彼 は 遊 び が 好 きで な い 。

He doesn'tlike play.

例 文

こ の 機 械 は 文 を 作 る の で は な く 、 印 刷 す る も の で あ

る 。

There is not that this machines makes a sentence but it

prints.

リ ラ イ ト

こ の 機 械 は 文 を作 ら な い が 、 そ れ は 印 刷 す る 。

This machine is dosen'tmake a sentence but it prints.

例 文

あ の カ バ ー は 日光 を 遮 る た め の も の あ る 。

That cover is the thing to interrupt sunlight.

リ ラ イ ト

あ の カ バ ー は 日光 を遮 る 。

That cover interrupts sunlight.

例 文

か れ は 疲 れ た よ う に 見 え た の で 、 彼 は 明 日 は 休 む 可

能 性 が あ る 。

Because he is tired, he has the possibility to rest

tomorrow.

リ ラ イ ト

か れ は 疲 れ た よ う に 見 え た の で 、 彼 は 明 日 は 休 む 。

He rests tomorrow because he is tired.

例 文

い つ も設 備 を 良 い 状 態 に保 ち た い の で 、 き れ い に 機

械 を 整 備 し て く れ と い う こ と で あ る 。

Because it wants to keep it at the condition which is

always good about the facilities, maintain a machine

cleanly and it says it.

リ ラ イ ト

い つ も設 備 を 良 い 状 態 に 保 ち た い の で 、 き れ い に 機

械 を 整 備 し て く れ 。

Because it wants to keep it at the condition which is

always good about the facilities, it maintains a machine

cleanly.

例 文

そ の 理 由 を 聞 け ば 、 機 械 翻 訳 は 効 率 の 良 い シ ス テ ム

とい う こ と に ほ か な ら な い 。

If hearing the reason, the machine translation is none

other than a fact of a system with the efficiency which is

good so.

リ ラ イ ト

そ の 理 由 を 聞 け ば 、 機 械 翻 訳 は 効 率 の 良 い シ ス テ ム

で す 。

If hearing the reason, the machine translation is a high

efficient system.

例文

飛行機を停止の状態に してメンテナンスを実行する。
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It makes an airplane the condition of the stop and it

carves out maintenance.

リ ラ イ ト

飛 行 機 を 停 止 し て メ ン テ ナ ン ス を 実 行 す る 。

It stops an airplane and it carries out maintenance.

例 文

こ の 本 は コ ン ピ ュ ー タ で な く 、 文 法 を 記 述 さ れ た も

の で す 。

The thing this book was not a computer and by which

grammar was described.

リ ラ イ ト

こ の 本 は コ ン ピ ュ ー タ で な く 、 文 法 を 記 述 し た 。

This book was not a computer and grammar was

described.

例 文

今 年 か ら機 械 翻 訳 は 使 え る よ う に な る 。

From the this year, to use machine translation becomes

possible.

リ ラ イ ト

今 年 か ら 機 械 翻 訳 は 使 え る 。

From the this year, it is possible to use machine

translation.

この他下記の表現 も次のように使って下 さい。

一面においては、       一面、

この意味において、      この意味で、

終わりにのぞみ、       終わりに、

その結果として        その結果、

必要であるといえないこともない。必要である。

述べることとする。

決定をみるに至らなかった。

信頼性の高いものであること

混乱を呈した。

確信する次第である。

どういうふうに書 くか、

考えられるような気がする。

断念することとした。

F.1文 中 に述 語 を3つ 以 内 に

述 べ る 。

決 定 しな か っ た。

信 頼 性 が 高 い

混 乱 した 。

確 信 す る。

ど う書 くか 、

考 え ら れ る。

断 念 した。

ため容易に正 しい訳を得ることができます。文中に

多 くの動詞がある時は特に動詞を名詞句にまとめる

と全体がより正 しい訳にすることができます。

例 文

機 械 を操 作 す る 命 令 を 実 行 す る ま で 、 デ ィ ス ク に 書

き込 ま れ た デ ー タ は 短 い 間 保 持 さ れ ます 。

Until it carries out the direction which operates a

machine, the data which was wtitien in the disk is

maintained for a short time.

リ ラ イ ト

機 械 の 操 作 命 令 の 実 行 ま で 、 デ ィ ス ク に 書 き込 ま れ

た デ ー タ は 短 い 間 保 持 さ れ ます 。

Until the carrying‐out of a direction of[he operation of a

machine, the data which was written in the disk is

maintained for a short time.

G.名 詞+動 詞を1語 の動詞に替える

日本語では"仕 事する"も"仕 事をする"も ほぼ同

じように使われています。 しかし翻訳機は大 きく違

って解釈 します。前文では"work"と 訳 されますが

後の文では"do the work"に なります。文法を解析

する場合は単語が少ない程正確度が高まります。

次の表現のように名詞と動詞の組み合わせで動詞1

語の表現にできるものは、単語数が少ない方が英文

がすっきりします。

勉強をする           勉強する

計画を練る           計画する

調整を図る           調整する

陥没が発生            陥没する

作業ができる          作業できる

改善が可能           改善できる

決定をみる           決定する

違いがある           違う

合意に至る            合意する

(たまたまこの場合は英語も同じ表現をするので結

果は問題ありません)

IV.明 瞭 に書 く

機械翻訳は名詞句になると掛か り受けが単純 になる  日本語を英語に翻訳する際、最 も大きな問題は翻訳
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する元の日本語に絶対的な情報量が少ない事です。

省略されているものが自動的に補足できるのであれ

ばプログラムで対応できますがその都度、省略語が

違うためプログラムでの対応は大変難 しくなります。

例えば主語の無い場合はitを 自動的に補足す る翻

訳プログラムが多 くなっていますが、省略をカバー

できるのはそれ くらいです。また主語、述語が省略

されると文全体の構成に関係 してくるため文法解析

にも失敗 して しまいます。

A.主 語 を省 略 しない

多くのシステムでは他動詞の主語が省略 されると受

動態 となります。自動詞の主語が省略 されると単数

の場合はit、複数の場合はtheyの 仮主語が補填 さ

れて翻訳が実行されます。

しかしそれ以上の事はできないのでより良い英訳の

ためには各述語に対する主語を丁寧に補って くださ

いo

例 文

い くつ か の オ プ シ ョ ン 組 み 合 わ せ で 各 種 の 作 業 が で

き ま す 。

It is possible to do that it is possible to do the

combination ofthe option of a going haft various work.

リ ラ イ ト

ユ ー ザ ー は い くつ か の オ プ シ ョ ン組 み 合 わ せ で 各 種

の 作 業 が で き ます 。

With the combination of the option of several hafts, as

for the user, various work becomes possible.

例 文

金 属 ネ ジ を外 し、 モ ー タ ー と電 源 を 分 離 した 。

It removed a metallic screw and it separated a power

supply and the motor.

リ ラ イ ト

技 師 は 金 属 ネ ジ を 外 し 、 モ ー タ ー と 電 源 を 分 離 した 。

An engineer removed a metallic screw and separated a

power supply and the motor.

例 文

体 の 調 子 が 悪 い の で ず っ と座 り続 け て い た 。

The tone of the body continued to sit on it for a long time

because it was bad.

リ ラ イ ト

彼 は 体 の 調 子 が 悪 い の で ず っ と 座 り 続 け て い た 。

Because the tone of the body was bad, he continued to sit

on it for a long time.

例 文

彼 は 明 日 東 京 に 行 く と 言 っ た 。

He said that it went to Tokyo tomorrow.

リ ラ イ ト

彼 女 は 明 日東 京 に 行 く と 彼 は 言 っ た 。

He said that she went to Tokyo tomorrow.

例 文

次 の よ う に 順 を 追 っ て 説 明 す る 。

In order, it explains it as follows.

リ ラ イ ト

次 の よ う に 順 を 追 っ て 私 は 説 明 す る 。

By the following order,1explain it.

例 文

来 年 ま で に 読 ま な け れ ば な ら な い 本 は 全 部 で6冊 あ

る 。

There are 6 books in all which it is necessary to read by

next year.

リ ラ イ ト

来 年 ま で に あ な た が 読 ま な け れ ば な ら な い 本 は 全 部

で6冊 あ る 。

There are 6 books in all which you must read by next

year.

B.述 語 を省 略 しない

述語の省略は日本語の特徴で、主として同じ述語が

繰 り返される場合に発生します。

例 文

彼 は 名 古 屋 へ 、 彼 女 は 大 阪 へ 行 っ た 。

He went to Nagoya and she went to Osaka.

リ ラ イ ト

彼 は 名 古 屋 へ 行 き 、 彼 女 は 大 阪 へ 行 っ た 。

He went to Nagoya and she went to Osaka.
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例 文

私 が 食 事 を 、 彼 が 掃 除 を 担 当 し た 。

Itook it of the meal and he took it of the clean.

リ ラ イ ト

私 が 食 事 を 担 当 し、 彼 が 掃 除 を 担 当 し た 。

Itook it of the meal and he took it of the clean.

例 文

上 で は 大 き な 文 字 を 、 下 で は 小 さ な 絵 を 示 した 。

It showed a big letter above and below, it showed a small

picture.

リ ラ イ ト

上 で は 大 き な 文 字 を 示 し 、 下 で は 小 さ な絵 を 示 し た 。

Above, it showed a big letter and below, it showed a

small picture.

C.正 しい 表 現 をす る

日本語には通常使われていますが、良 く考えるとお

か しな表現がた くさんあ ります。

多 くの人が使うためにおか しく思わずに使われてい

ます。理論的に正 しい表現に替えましょう。

1. 「だ」、 「で あ る」 の 使 い 方

「だ」、 「で あ る」 は英 語 で は ほ ぼ 自動 的 に次 の よ う

に訳 され ます 。

「だ」      be

「で あ る」    be!have

とな ります 。

「だ」、rで あ る」 がbe動 詞 の 場 合 はequalと 訳 せ

る場 合 で す 。equalで ない 場 合 は 書 き換 え て くだ さ

いo

例 文

当 社 は 翻 訳 機 を 使 う計 画 だ 。

The this company is the plan which uses an interpreter.

リ ラ イ ト

当 社 は 翻 訳 機 を 使 う計 画 を 持 っ て い る 。

The this company has the plan which uses an interpreter.

例文

D社 はコンピュータで翻訳する予定である。

Due for D company to translate with a computer.

リ ラ イ ト

D社 は コ ン ピ ュ ー タ で の 翻 訳 を 予 定 し て い る 。

Dcompany plans it*ol*atranslation with the computer.

例 文

こ の 図 は そ の 状 況 で あ る 。

This figure is the situation.

リ ラ イ ト

こ の 図 は そ の 状 況 の1例 で あ る 。

This figure is l piece of example of the situation.

例 文

彼 女 は ス テ ー キ を 食 べ た が 、 私 は 鰻 だ 。

She ate a steak but I am an eel.

リ ラ イ ト

彼 女 は ス テ ー キ を 食 べ た が 、 私 が 食 べ た の は 鰻 だ 。

She ate a steak but it is an eel that was eaten by me.

2. 「す る」 の使 い 方

「す る 」 は 英 語 で は ほ ぼ 自 動 的 にdoに 訳 さ れ ま す 。

「す る 」 がdoで な い 場 合 は 書 き 換 え て くだ さ い 。

例 文

機 械 の 翻 訳 を 正 解 と す る 。

It makes the translation of a machine a right answer.

リ ラ イ ト

機 械 の 翻 訳 を 正 解 と判 断 す る 。

It judges the translation of a machine to be a right answer.

3.そ の 他

例 文

私 は 理 髪 店 で 頭 を 刈 っ た 。

Icut a head at a barbershop.

リ ラ イ ト

私 は 理 髪 店 で 頭 の 髪 を 刈 っ た 。

Icut the hair of the head at a barbershop.

C.主 語 と述 語 は な るべ く近 くへ

修飾する語句、目的語が多 く主語と述語が離れてい

る時は主語 と述語の解析が失敗する事が多 くなりま
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す。原文の日本語がおか しくならない限り述語はな

るべく主語の近 くへ置きます。

例 文

こ の 資 料 は シ ス テ ム が 採 用 さ れ た 後 で 使 用 部 品 設 計

に お い て エ ラ ー 発 生 の 対 策 を 示 し ま す 。

This data shows the measure of error occurrence in case

of a use part design after a system is adopted.

リ ラ イ ト

シ ス テ ム が 採 用 さ れ た 後 で 使 用 部 品 設 計 に お い て エ

ラ ー 発 生 の 対 策 を こ の 資 料 が 示 し ま す 。

After a system is adopted, this data shows the measure of

error occurrence in case of a use part design.

E.「 ～ は 」 の使 い方

主語と言えば 「～は」と思われがちですが、「～は」

は 「～を」とか 「～には」の意味があるため構文解

析の際主語となりにくいものです。 「～が」は他の

使われ方があ りませんので主語 と断定 しやす くなり

ます。主語とする場合は、日本語がおかしくならな

い限 り 「～が」を使 う方が懸命です。

例 文

我 々 は 次 の 事 を 必 要 と す る 。

We are necessary in the following thing.

リ ラ イ ト

我 々 が 次 の 事 を 必 要 と す る 。

We need the following thing.

例 文

こ の 場 合 本 体 の 電 気 部 品 は 接 地 し て 下 さ い 。

Ground the electric part of this body in the case.

リ ラ イ ト

こ の 場 合 本 体 の 電 気 部 品 を 接 地 し て 下 さ い 。

Ground the electric part of this body in the case.

例 文

運 用 の た め の 資 金 は そ の 売 上 を 充 当 す る 。

The sale is allotted to it by the capital for the operation.

リ ラ イ ト

運 用 の た め の 資 金 に は そ の 売 上 を 充 当 す る 。

It allots the sale to the capital for the operation.

F.副 詞は掛かり先の述語の近 く

翻訳プログラムは副詞は最も近い述語 を修飾する場

合が多いので、使用する副詞は修飾 したい述語の近

くへ置いて下さい。

例 文

最 近 ア メ リ カ で 製 造 さ れ た 車 の 展 示 会 が 開 催 さ れ た 。

The exhibition of the car which was manufactured

recently in America was held.

リ ラ イ ト

ア メ リ カ で 製 造 さ れ た 車 の 展 示 会 が 最 近 開 催 さ れ た 。

The exhibition of the car which was manufactured in

America was held recently.

G.節 と節の関係 を明確 に

しかし 「～は」が 「～に」 とか 「～を」への書換が

出来る場合は書き換えて使用 して下さい。そうする

ことにより翻訳機が主語と取 り違える事がなくなり

ます。

例 文

ま た 電 気 信 号 線 は 対 に な る 線 を 接 続 す る 。

Also, the electric signal conductor connects the line

which becomes a pair.

リ ラ イ ト

ま た 電 気 信 号 線 に は 、 対 に な る 線 を 接 続 す る 。

Also, it connects the line which becomes a pair with the

electric signal conductor.

文章が2つ 以上の節からなるとき、特に動詞でその

節がつながれている場合は節と節の関係は単にその

節が並列につながるのか、何らかの関係があるのか

不明確になります。それらの関係には原因、結果、

目的、条件があ ります。その関係を明確 にする場合

は助詞、名詞を使 うと便利です。

例 文

よ う や く翻 訳 機 が 完 成 さ れ 、 作 業 は 大 変 お も しろ く

な っ た 。

An interpreter was gradually completed and got for

translation work to extremely amuse.
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リ ラ イ ト

よ う や く翻 訳 機 が 完 成 さ れ た た め 、 作 業 は 大 変 お も

しろ くな っ た 。

An interpreter is gradually completed, it is possible to

fold it up by it and it got for the work to extremely amuse.

例 文

飛 行 機 が よ り大 き く な り、 海 外 旅 行 が 経 済 的 に な っ

た 。

The airplane became bigger and an overseas travel

became economical.

リ ラ イ ト

飛 行 機 が よ り大 き く な っ た 結 果 、 海 外 旅 行 が 経 済 的

に な っ た 。

An overseas travel became economical as the airplane

became bigger.

例 文

コ マ ン ドカ ー ソ ル で キ ー の 値 を 指 定 し 、 コ マ ン ド を

入 力 す る こ と が で き る 。

It specifies the value of the key by a command cursor and

it is possible to input a command.

リ ラ イ ト

コ マ ン ド カ ー ソ ル で キ ー の 値 を指 定 す る こ と に よ り 、

コ マ ン ド を 入 力 す る こ と が で き る 。

By specifying the value of the key by a command cursor,

it is possible to input a command.

It is bad and that efficiency uses the machine is difficult.

リ ラ イ ト

そ の 機 械 は 操 作 性 が 悪 い の で 使 い に く い 。

Because efficiency is bad, to use the machine is difficult.

例 文

価 格 が 高 くて 、 質 が 悪 い 。

Aquotation is expensive and a quality is bad.

リ ラ イ ト

価 格 が 高 い の に 、 質 が 悪 い 。

Aquotation is expensive but a quality is bad.

1. 「で 」 の 使 い 方

日本語の 「で」はいろいろな使われ方があるため、

正しい英訳のためには 「で」を書き換える必要があ

ります。

1.主 格 を表す 「が」の場合

例 文

翻 訳 機 で 使 う辞 書 は こ れ だ 。

The dictionary to use by the interpreter is this.

リ ラ イ ト

翻 訳 機 が 使 う辞 書 は こ れ だ 。

The dictionary which ap interpreter uses is this.

2.道 具 を意 味 す る 「で 」

H.連 用形のあいまいさを無 くす

日本語の連用形である 「～して」にはいろいろな意

味が含 まれてい ますので、正確に訳すためには助詞

を使い、連用形の意味合いを明確にする必要があ り

ます。

理由や原因を意味するときは 「～ので」または 「～

ために」を入れて下さい。

逆説を意味するときは 「～なのに」をいれて下さい。

方法や手段 を意味するときは 「～よって」 をいれて

下さい。

例文

その機械は操作性が悪 くて使いにくい。

例 文

私 は 今 日 は 急 い で い る の で 高 速 道 路 で 行 く。

Igo at a speedway today because it is hurrying.

リ ラ イ ト

私 は 今 日 は 急 い で い る の で 高 速 道 路 を 通 っ て 行 く。

Because it is hurrying today, I go through a speedway.

J.「 な る」「もの」「こ と」 の使 い 方

「なる」「もの」「こと」 もいろいろの意味合いを持っ

ていますが、翻訳機ではその解析はほとんど不可能

と言って良いで しょう。翻訳機は通常ほぼ自動的に

次の翻訳をしてしまいます。
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「な る」

「もの」

「こ と」

become

thing

thing

もしこれらが上記の意味 として使われていない場合

は意味合い上不必要な言い回しであれば削除するか、

違 う意味で使われていれば書き換えて下さい。

例 文

あ の 事 件 は 本 当 に 困 っ た もの だ 。

That event is the thing to have been troubled about truely.

リ ラ イ ト

あ の 事 件 は 本 当 に 困 っ た 。

It was troubled about that event truely.

K.「 よ り」 の 使 い 方

「より」は比較を表す場合と起点を表す場合があ り

ますが翻訳機には殆 ど区別で きません。 「より」は

比較 とし訳出される場合がほとんどで他の意味で使

われている場合は書 き換えて下 さい。

例 文

そ の 方 程 式 よ り導 か れ る 結 果 と し て 次 の 事 が 証 明 さ

れ る 。

The following thing is proved as the result which is

guided from the equatation.

リ ラ イ ト

そ の 方 程 式 か ら 導 か れ る 結 果 と し て 次 の 事 が 証 明 さ

れ る 。

The result which is guided from the equation, the

following thing are proved.

L.「 ～化 」「～的 」「～性 」 の使 用 を避 け る

日本語には 「～化」「～的」「～性」を付ける用法があ

ります。しかしこれらはほとんどの名詞につける事

ができますので日本語の辞書にも特殊 な例 を除き掲

載されていません。 もちろん翻訳機の辞書にも登録

されていません。これらの用語を使う場合はそれら

を辞書登録するか、書き替える方法がありますが、

名詞はあまりにも多いため辞書登録するよりも書 き

換えた方がずっと楽です。

1.「 ～ 化 」

例 文

MTは 通 信 回 線 を コ ン ピ ュ ー タ 化 す る 。

NTT makes a circuit a computer.

リ ラ イ ト

NTrは 通 信 回 線 を コ ン ピ ュ ー タ で 管 理 す る 。

NTT manages a circuit with a computer.

2.「 ～ 的 」

例 文

そ の 計 画 は 地 球 的 考 え を 持 っ た 人 が 作 成 した 。

The person who has concept having to do with earth

wrote the map.

リ ラ イ ト

そ の 計 画 は 地 球 の た め の 考 え を 持 っ た 人 が 作 成 し た 。

The person who has concept in the earth wrote the map.

3.「 ～ 性 」

例 文

合 金 の 使 用 は 熱 伝 導 性 を 増 加 さ せ る 。

The use of an alloy makes a heat conduction increase.

合 金 の 使 用 は 熱 伝 導 率 を 増 加 させ る 。

The use of an alloy makes a thermal condutivity increase.

:::顯獲 難蒙 紹 鎌

使 え る翻 訳 ソ フ トは ど れ?

 イ ン ター ネ ッ ト時代 の必 需 品

日経 トレ ンデ ィ September1995

話題の最新ソフト10種を徹底チェック
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'礁灘灘関績鐡
、

京都大学大学院工学研究科電子通信工学専攻長尾研究室

京都大学大学院工学研究科教授 長尾  真

1.は じめ に

研究室の歴史は1973年 から始まる。その後、現在 ま

での23年 間、画像処理 と自然言語処理 ・機械翻訳の

両分野で世界 トップレベルの研究活動を行なうとと

もに、これらの分野の優秀な指導者、研究者を輩出

してきた。長尾研究室のスタッフを経て現在活躍 し

ておられる方々として、現東京大学教授、辻井潤一

氏、京都大学教授、松山隆司氏、奈良先端科学技術

大学院大学教授、松本裕治氏、九州工業大学助教授、

中村順一氏、北陸先端科学技術大学院大学助教授、

佐藤理史氏、筑波大学講師、中村裕一氏がお られる。

また、福井大学に高浜徹行氏、大阪市立大学に中島

重義氏がおられる。博士号取得者 も数多 く出し、米

国 ・欧州を中心 として多 くの外国人研究者 ・留学生

等が滞在 した。卒業生 も多 く出し、皆それぞれの職

場で活躍 しておられる。

2.研 究室の歴史

は日、英とも6～7万 語で、翻訳の方式、日英の文

法、その他色々な部分に新 しい技術を作 り出した。

この結果は科学技術庁内に設けられた技術評価委員

会で十分な成果を挙げたと評価 され、また、日本で

はもちろんのこと諸外国でも高い評価を得た。ここ

で開発 した日英機械翻訳 システムは、その後日本科

学技術情報センターで作 り直され、抄録の翻訳に今

日も使われている。このプロジェク トの もう一つの

成果は、そこに参加した日本の様々なメーカーの研

究者が機械翻訳に関する知識 と経験をつみ、プロジ

ェク ト終了後に各メーカーにもどって機械翻訳シス

テム開発 ・研究の指導者として活躍 したことである。

日本のメーカーの自然言語処理研究、機械翻訳シス

テムの世界的 レベルの高 さは、Muプ ロジェク トに

おうところが大 きいといっても過言ではないだろう。

この研究を行いながら、さらに質のよい翻訳の方式

としてアナロジーによる翻訳(例 文翻訳方式)と い

う枠組を提唱 した(1982)。 今日多 くのシステムで使

用されるようになって来ている。

研究室発足からの約10年 間は、画像処理と自然言語

処理 を車の両輪 として研究を進め、これらの分野で

いくつかの世界的な成果を収めることができた。顔

写真の画像解析は世界で初めて(現 カーネギーメロ

ン大学教授金出武雄氏、その他の方といっしょに)

行なったものである。 しか し1980年代に入ると、画

像処理分野での研究者が国内に多 く輩出 し、種々の

研究が行なわれるようになったので、徐々に活動を

自然言語処理中心のものに移行させるかたちで、現

在までの約10年 間が経過ている。

3.現 在の研究室

現在の研究室は、教授1名 、助手2名 、博士課程3

名、修士課程8名 、学部学生7名 、秘書1名 という

構成である。研究の中心はやはり自然言語処理であ

るが、言語の本質的な難 しさに対する挑戦から、言

語処理を応用 した情報検索、さらには電子図書館に

いたるまで、幅広い興味を持って研究を進めている。

最近の研究成果 ・テーマとしては次のようなものが

ある。

この間の研究室の活動として特筆すべきことは、科

学技術庁の機械翻訳プロジェク ト(Muプ ロジェク

ト)を 我々の研究室が主体となって押 し進めたこと

である。このプロジェク トでは、1982年 度からの4

年間、約6.7億 円を使い、科学技術論文の抄録を日

英 ・英 日翻訳するシステムを作った。辞書の大きさ

1)自 然言語処理の進歩のためには、形態素解析、

構文解析 などについて誰 もが使えるツールを用意 し、

言語の本質的問題(意 味 ・文脈など)へ の取 り組み

が比較的容易に始められる環境を整備する必要があ

る。このような問題意識から、当研究室では形態素

解析 プログラム(JUMAN)、 構文解析 プログラム
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(KNP)な ど を開 発 ・公 開 し、 これ らは 日本 だ けで

な く世 界 的 に も利 用 され る よ うに な っ て きて い る。

現 在 は、 その 精 度 を ツー ル と して 十分 な レベ ル まで

引 き上 げ る こ と を 目標 と して 、種 々 の改 良 を行 な っ

てい る。 また 、 そ れ と並 行 して 、 こ れ らの ッ ー ル を

用 い て 日本 語 の 形 態 素 、構 文 タグ付 きコ ーパ ス の作

成 も始 め てい る。

2)文 脈処理、すなわち、個々の文ではなく、ひと

つなが りの文章の中の種々の言語現象を計算機処理

することは、機械翻訳などの質を高めるだけでなく、

計算機によるテキス トの 「理解」につながる重要な

仕事である。当研究室では、その手始めとして、広

い意味での照応現象(指 示詞による照応、同一名詞

による照応、省略など)の 処理の研究を進めている。

そこでは、表層表現、主題や焦点の情報、格フレー

ム、シソーラスなどを用いて種々の手がかりを見つ

け出し、それらを得点付けして、その総和によって

照応先を決定するという方法を用いている。これま

での研究から、このような方法によって種々の照応

現象がかなりの程度扱えることがわかってきた。

3)文 法などの言語知識を人手で書き下 してい くこ

との限界はすでに10年以上前から認識されていた。

最近になって大規模なコーパスが利用可能となり、

コーパスからの言語知識を自動的に抽出できる可能

性がでてきた。当研究室では、任意の長さの文字列

の出現頻度を比較的短い時間で計算するアルゴリズ

ムを考案 し、これを用いてコーパスから語句や定型

表現を自動的に抽出することができることを示した。

また、同 じ方法を品詞情報が付加されたコーパスに

適用 して、文法の自動獲得がある程度可能であるこ

とも明らかに した。現在は、このような基礎技術を

蓄積 し、語彙 ・構文 ・意味を含めた トータルな言語

知識を自動獲得することを目標として研究を進めて

いる。

4)こ れからの情報社会が必要とする柔軟な情報処

理を実現するためには、自然言語情報 と画像情報を

統合的に処理することが必要不可欠になってくる。

現在のマルチメディア、マルチモーダル ・インター

フェイスなどでは、単に 「複数」のタイプの情報が

使われているというだけで、それらが 「統合的」に

利用 されているわけではない。そこで、 どうすれば

情報の統合が実現できるかを考える足掛か りとして、

図鑑の画像情報とその説明文に含まれている情報を

相補的に解析 して利用する研究を行なっている。そ

こでは、画像に何が示されているかを説明文の方か

ら取 り出 して、それを用いて画像解析を誘導 し、ま

た逆に、画像解析から取 り出される種々の情報を説

明文の自然言語処理で利用するということを行なっ

ている。このように2つ のタイプの情報を相補的に

用いることで、独立の解析では取 り出せなかった情

報を取 り出すことが可能になる。また、取 り出 した

情報を用いて画像、言語のどちらからでもアクセス

可能な図鑑検索システムを構築中である。

5)将 来実現されるであろう電子図書館では、任意

の情報単位の取 り出 しが要求されるが、そのための

新 しい情報検索方式として目次情報を利用 した階層

構造検索 を提案 し、その良さを示すとともに、ハ イ

パーテキス トの自動構成についても研究 を行なった。

膨大な数のテキス ト、画像、図面などを持つ大規模

なマルチメディア情報に対する記憶 と検索の方式に

ついては、今後明らかにしなければならない課題が

多い。特に、そこに収められている情報の多様性か

ら、検索要求もかなり多様なものになると予想 され、

計算機による参考業務(reference service)の 支援が

必要不可欠になると考えられる。このような問題に

対 して自然言語処理 ・画像処理の研究か ら種々の貢

献ができると考え、研究を進めている。

 今 日の商用の機械翻訳システムは1985年 前後の1

文単位のあまり意味を考えない翻訳技術によってい

るが、現在我々が行っている研究をもう少 し進展さ

せれば、文脈や意味の世界にまで入った新 しい機械

翻訳の枠組を作ることがで きる。 したがって、この

新 しい技術を中心 とした実用の機械翻訳システムの

開発は2000年 あたりに着手することができるだろう。

そうすれば2005年 頃には全 く新 しい一段と質の良 く

なった実用システムが一般の人々に利用可能となる

だろう。希望をもって努力 したい。
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言 語 処 理 学 会 第2回 年 次 大 会

 2nd Annual Meeting of the Association

for Natural Language Processing (NLP96)

上記大会が下記の要領で開催される。

開 催 期 日:1996年3月25日(月)～27日(水)

会   場:東 京工業大学工学部(東 京都 目黒区大岡山)

プログラム:3月25日  チュー トリアル講演

       9:15～10:45 松本裕治(奈 良先端科学技術大学院大学)言 語コーパスからの語彙知識獲得

       11:00～12:30 中野 洋(国 立国語研究所)言 語学での計算機処理の課題(仮 題)

       13:30～15:00 丸山道子(東 京女子大学) 話 しことばの諸相

       15:30～17:00 徳永健伸(東 京工業大学) 情報検索と自然言語処理

発表 申込み

予稿等の提出

3月26日

3月27日

大会 ・チュー トリアルの参加申込先お よび大会事務局

 招 待 講 演 ・一 般 発 表 な ど

 招 待 講 演:K.s.Choi(韓 国科 学 技 術 院)日 韓 ・韓 日機 械 翻 訳 の 現 状 と課 題

 パ ネ ル デ ィス カ ッ シ ョン ・一般 発 表(講 演 ・ポ ス ター)

 パ ネ ル デ ィス カ ッ シ ョン:自 然 言語 処 理 の 今 後

 司 会   田 中穂 積(東 京 工 業 大学)

 パ ネ ラ ー 辻 井潤 一(東 京 大学)   郡 司 隆 男(大 阪大 学)

      黒 崎 政 男(東 京 女子 大学) 古 瀬幸 広(科 学 情 報 ジ ャ ー ナ リ ス ト)

1995年12月20日 まで に 下 記へ 。

1996年2月28日 まで に下 記へ 。

〒157 東 京 都 世 田谷 区 砧1-10-11

   NHK放 送技 術 研 究所

   先 端 制 作 技 術 研 究 部

   江 原 暉 将

   tel:03-5494-2308

   fax :03-5494-2309

   e‐mail:nlp96‐apply@pluto.ai.kyutech.ac.jp

〒565 豊 中 市 新 千 里 東 町1-4-2 千 里LCビ ル14F

   学 会 セ ン ター 関 西 内

   言 語 処 理 学 会 年 次 大 会係

   大 戸 道 子

   tel:06-873-2301

   fax :06-873-2300

   e‐mail:nlp96‐apply@pluto.ai.kyutech.ac.jp

大会参加費

   ・参加費は、発表するしないに関わらず以下のとお り。なお、参加費には予稿集代が含まれている。
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    1996年2月28日 まで

    1996年3月1日 以 降

チ ュー トリア ル 講演 参 加 費

    1996年2月28日 まで

    1996年3月1日 以降

送金方法(手 数料は各自負担)

銀行振込

郵便振替

大会実行委員会

    委 員 長

    副委員長

    委  員

 会 員

 111円

 111

 会 員

2,000円

 111

三和銀行

普通預金口座

口座名義

番号

名称

学 生 会 員  非 会 員

2,000円  6,000円

 111   111

学 生 会 員  非 会 員

1,㎜ 円  4,000円

  11  .111

千里中央支店

予 稿 集 の み

5,000円

 111

予 稿 集 の み

3,000円

 !11

5071717

言語処理学会大会 代表 長尾 真

00920-1-22357

駅 日本学会事務センター大阪事務所

田中穂積(東 京工業大学)

江原暉将(NHK)

飯田 仁(ATR),大 津由紀雄(慶 応義塾大)

萩野綱雄(都 立大),金 水敏(神 戸大)

郡司隆男(大 阪大),島 津 明(NTT)

田窪行則(九 大), 徳永健伸(東 工大〉

中野 洋(国 研), 中村順一(九 工大)

言語処理学会事務局

〒606-01 京 都 市 左 京 区 吉 田 本 町

     京 都 大 学 工 学 部 電 気工 学 第 二 教 室

     長尾 研 究 室 内(担 当:黒 橋 禎 夫)

    tet:075-753-5344

    fax :075-751-1576

注)こ こでの会員とは言語処理学会の会員のことである。

                 (言語処理学会ニュースレターVol 2,NO.8よ り)

第7回 日英翻訳 国際会議(IJET-7)の 開催

 JATで は来 年5月18～19日 に横 浜 の パ シ フ ッ ィク コ ンベ ン シ ョン プ ラザ で 日英 翻 訳 国 際 会 議 を開 催 す る。

日英 、 英 日の翻 訳 者 が翻 訳 品 質向 上 の ため 意 見 、情 報 交 換 を行 う こ と を 目的 と して お り、 意 見 発 表 者 も募 集

中 で あ る。 参加 費 は25,000円 。 参 加 申 し込 み 先 、問 い 合 わせ 先 は

横 浜市 港南 区 日野 南3-6-107 オ リバ ー ・ロバ ー ト氏 、FAX O45-833-8282

(日 本 翻訳 ジ ャ ー ナ ル11/1995か ら転 載)
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自然言語処理に関する国際会議

来年、下記の自然言語処理に関する国際会議が開かれる。

・COLING 96

 (The 16th International Conference on Conputational

 Linguistics)

  1996年8月5日(月)～9日(金)

  コペ ンハ ー ゲ ン大 学(デ ン マ ー ク)

  プ ロ グ ラ ム 委 員 長 辻 井 潤 一 教 授(東 京 大 学)

  組 織 委 員 長Prof.Ben[e Maegaard(CST,(1醜n)

 オ リ ジ ナ ル で 、 ユ ニ ー ク な 論 文 を 求 め て い る 。

 論 文 の 問 い 合 わ せ 、 送 り先

  〒113 東 京 都 文 京 区 本 郷7-3-1

     東 京 大 学 理 学 部 情 報 科 学 科

     辻 井 潤 一 教 授

     FAX:03-3818-1073

     E‐mail:coling96●nttkb.n[t.jp

 日 程

  論 文 投 稿 締 切        '95年12月15日

  採 否 決 定         '96年3月15日

  カ メ ラ ・レ デ ィ ・コ ピ ー 締 切  '96年5月1日

 招 待 講 演 と パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン も 行 わ れ る 予

定 で あ る 。 こ れ に つ い て の サ ジ ェ ス チ ョ ンが あ れ ば 、

辻 井 教 授 ま で 。

 チ ュ ー トリ ア ル プ ロ グ ラ ム は8月2～3日 、 ワ ー

ク シ ョ ッ プ は8月4日 に 予 定 さ れ て い る 。

 チ ュ ー トリ ア ル に つ い て の 提 案 は

       Bjarne Oersnes(bjarne@cst.ku.dk)

 ワ ー ク シ ョ ッ プ に つ い て の 提 案 は

       Bente Maegaard(Bente@cst.ku.dk)

 そ の 他 に つ い て は

       coling96●cst.ku.dk

●WVLC-4

 (FOURTH WORKSHOP ON VERY LARGE

CORPORA)

 ACL(The Assosiation for Conputational Linguistics)

と 、SIGDAT (Special interest group for linguistic data

and corpus-based approaches to NLP)が 、 WVLC-4

を 、1996年8月4日 コ ペ ンハ ー ゲ ン大 学 で 開 く。

 こ れ は 、"lnnovative uses and applications of large

corpora"に 焦 点 を あ て て 行 わ れ る 。

 PROGRAM CHAIRS

  Eva Ejerhed Univ.of Umea,Umea,Sweden

  Ido Dagan  Bar[lan Univ.Ramat Gan,lsrael

 日程

 論 文 投 稿 締 切

 採 否 決 定

 カ メ ラ ・レデ ィ・コ ピー締 切

連 絡 先

 Eva Ejerhed

'96年2月23日

'96年3月26日

'96年4月26日

Dept of Linguistics,DGL, University of Umea

S90187 Umea, Sweden

E‐mail:WVLC‐4●ling.umu.se

Ido Dagan

Dept of Mathematics&Computer Science

Bar Ilan University

Ramat Gan 52900, Israel

E‐mail:dagan@bimacs.cs.biu.ac.il

・ACL-96

 34th Annual Meetingが 開 催 され る 。

  '96年6月23日 ～28日

  University of Califomia,Santa Cruz(Santa Cruz,

  California, USA)

 オ リ ジ ナ ル で ユ ニ ー ク な 論 文 を 求 め て い る 。

 一 般 的 な 問 い 合 わ せ は 、

  ACL96-questions@linc.cis.upenn.edu

 プ ロ グ ラ ム 委 員 会

  Co‐Chairs

  Aravind K. Joshi, University of Pennsylvania

  Martha Palmer,University of Pennsylvania

  論 文 投 稿 締 切       '96年1月8日

  (ACL96‐submission@linc.cis.upenn.edu)

  採 否 決 定         '96年3月22日

  カ メ ラ ・レ デ ィ ・コ ピ ー 締 切 '96年5月1日

 学 生 の た め の ポ ス タ ー セ ッ シ ョ ン も行 わ れ る 。
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原 稿 締 切

 送 り先

 Mettina Veenstra, Univ. of

 Netherlands

'96年2月1日

Groningen, The

  E‐mail:mettina@let.rug.nl

 TUTORIALS, LOCAL ARRANGEMENTS,

DEMONSTRATIONS/VIDEO PRESENTATIONS

も 予 定 さ れ て い る 。

簾蓮認峯紹炎

機械翻訳の過去 ・現在そして未来

田 中穂 積 電 子 情 報 通信 学 会誌VOL78, NO.11('95年11月 号)

電子情報通信学会が'95年11月 号で、

 「あの技術は今……技術の変遷と21世紀への展望」 というテーマで特集 した。各分野における技術の変

遷についてそれぞれの第一人者が書かれているが、その一つに機械翻訳 も取 り上げられ、東京工業大学の

田中穂積教授が執筆されている。

ABSTRACT(上 記学会誌から転載)

 機械翻訳のこれまでの研究開発のあらましと製品化の動 きを述べ、機械翻訳技術 を機械翻訳の方式、自

然言語処理技術、人工知能と関連させて説明している。機械翻訳の方式については代表的な二つの方式の

利害得失を比較 している。自然言語処理技術は機械翻訳技術に直結 している。その現状 と将来を展望して

いる。人工知能の研究は長期の視点から機械翻訳技術のブレークスルーとなるべ き要素を含んでいること、

21世 紀を展望したとき、高速情報ネットワークと機械翻訳技術 との関連が重要になることを指摘 している。

 なお、この特集において 「未来に向けての技術展望」 というテーマで座談会が開かれ、当協会会長の長

尾真京大教授が座長をつとめられた。

雛鎌 養勤報告

運 営 委 員 会 11月22日

          12月13日

編 集 委 員 会 11月6日

例 文 評 価 研 究 会11月10日

技術動向調査委員会

市場動向調査委員会

10月26日

(初 回)

12月7日

11月1日

(初 回)

12月11日

各委員会 ・研究会の状況報告、会員の状況報告、BABELの 翻訳賞後援

の承認、創造的ソフ トウエア育成事業応募についての討議。

創造的ソフ トウエア育成事業第2次 募集提案書の検討。

AAMTジ ャーナル12号 の反省、今後の編集方針についての討議。

ヒアリング2件

JEIDA実 用システム専門委員会委員長 井佐原 均氏

 IBS社 長 桜井恵三氏

委員長に村木一至委員(NEC)を 選出。創造的ソフ トウエア育成事業へ

の対応および活動計画について討議。

創造的ソフ トウエア育成事業第2次 募集提案書の検討。

委員長に石崎 俊委員(慶 応大)を 選出。活動方針について討議。

活動方針ついての討議。創造的ソフ トウエア育成事業第2次 募集提案書

の検討。
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蕪務局梗嚇

事 務 局 便 り
田中 孝

 前号で事務局長の交替をご連絡致 しましたが、そ

の後10月 末に、事務局員 も交替致 しました。当協会

事務局員として勤めてお りました西郷容子 さんが、

家庭の事情で急に退職せざるを得なくなりました。

約3年 間会員の皆様 には直接、間接大変お世話にな

りありがとうございました。後任 として神野千恵子

(カミノチエコ)さ んに来ていただきました。西郷

さん同様よろしくお願い致 します。

 西郷 さんと神野さんが一緒 に勤務 していただ く期

間がなく、その上交替がlourna112号 の発行の時期

で大変忙 しかったため、業務引き継ぎが十分にでき

ませんで した。そのためいろいろ不行届きな点があ

り、多々ご迷惑をおかけ したことと思いますが、ど

うかご容赦のほどお願い申し上げます。で きるだけ

早 くスムーズに運ぶようにしたいと思ってお ります。

 会員の皆様と一番関わ りの深いのが、このAAMT

Journalだ と思 います。11号(6月 号)ま で前任者二

人で順調に発行 されて来ましたが、6月 末の事務所

移転、8月 の事務局長交替、夏休みなどで、12号は

一カ月遅れの10月 号、それも10月末完成となり、皆

様方の手元に届いたのは11月 上旬になって しまいま

した。この13号 では多少遅れをとりもどしましたが、

発行は一カ月遅れの1月 となりました。編集委員会

委員のみなさまには大変ご尽力いただきましたが、

遅れましたことを深 くおわび致 します。14号 からは

元のペースに戻るよう努めてお ります。

 英文版につきましては、英語に堪能な西郷 さんが

辞めたこともあって遅れてお ります。 日本語版に続

き遅れをとりもどしていきたいと思っています。

 MT News International No.11は'95年6月 の発行で

すが、事務局になかなか送られて来ず、やっと11月

初めに皆様にお届けすることが出来ました。No.12

号(10月 号)は 正常に送られて来まして、す ぐに皆

様方に発送 しました。今後は遅れずに届 くことと思

います。

 今年度会費をまだ収めていただいていない方がお

られます。この協会は皆様方の会費で運営されてお

ります。今年度もあと3カ 月ほどとなりました。未

納の方はどうか至急お納め下さいますようお願い致

します。

 ご承知のとおり今年度、委員会 ・研究会が改組 さ

れました。当協会も発足以来5年 目を迎え、発足当

時考えられ実施 されてきた委員会研究会活動 も一応

の成果を上げたものや、陳腐化 しつつあるもの もあ

り、時流に即 し新たな観点から見直された結果です。

それぞれの活動はAAMT Journa1に 「委員会活動」

として簡単に報告 してあります し、年度末にはそれ

ぞれの責任者や担当の方々から詳 しく報告 していた

だけると思いますが、ごく大雑把に現状をご報告致

します。

 今年度は、技術動向調査委員会と市場動向調査委

員会が新設され、例文評価研究会と編集委員会が継

続 して活動 しています。なお、制限言語研究会は廃

止となり、需要予測研究会は市場動向調査委員会に

統合されました。

 新設 の2つ の委員 会 につ きま して は、AAMT

Journal No.11(June'95)で 委員を募集し、それぞれ10

月26日 と11月1日 に初回の委員会を開きました。技

術動向調査委員会では村木一至委員(日 本電気)が

委員長に、市場動向調査委員会では石崎俊委員(慶

応大)が 委員長に坂本義行委員(電 総研)が 副委員

長に選ばれ、活動方針 ・活動計画から討議が始めら

れています。例文評価研究会は横山晶一座長(山 形

大)の もと継続 して活動を続けてお りますが、ここ

でも今後どのような活動をすべきか検討しなければ

ならない時点にきてお ります。そのため、今後の活

動計画を討議するとともに外部のヒアリングを行っ

ています。本号の箆アイ ・ピー ・エス社長櫻井恵三

氏の記事はそのひとつです。

 編集委員会は野村浩郷委員長(九 工大)の もとで

継続 して活動を続けてお ります。各号の具体的編集

を行う一方で、AAMT Jouma1の 今後の編集方針に

ついて話 し合ってお ります。この委員会は委員数が

少なく、 しか もメーカー出身者に偏っているため、

ユーザー側の人達を主に委員として増や しつつあ り

ます。皆様それぞれお忙 しいとは思いますが、積極

的に委員としてご活躍いただける方をお待ちしてお

ります。
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新製晶磯紹灘

WWW翻 訳ソフト
       パ  ン  セ

      PENSEE

Windows95(WindowsNT)版

 フ ォ ー イ ン タ ー ネ ッ ト

 for Internet

     沖ソフ トウェア株式会社 沖電気工業株式会社

1.概 要

 PENS$E for In[emet(パ ンセ フ ォー イ ン タ ー ネ ッ

ト)は 、 日本 初 のWWWサ ー バ の情 報 を英 日翻 訳

しなが らネ ッ トサ ー フ ィンす る ソ フ ト(PENS直E for

Internetサ ー バ モ デ ル)を 改 良発 展 させ た 、 Windows

95WindowsNT上 で 動 作 す るWWW翻 訳 ソ フ トで す 。

 イ ン ター ネ ッ トに簡 単 に接 続 で き るWindows OS

(Windows95やWindowsNT)上 で 、 OSの 機 能 を最

大 限 生 か す32ビ ッ トイ ン タ ー フ ェ ー ス を採 用 し て

CPUパ ワ ー を最 大 限 引 き出 して い ます 。

2.特 徴

(6)辞 書関連

 本体にインターネット用の辞書を標準装備 しまし

た。また9分 野15万 語に及ぶ専門辞書を用意 しまし

た。この辞書群は弊社の本格的翻訳ソフトPENSEE V

(パンセブイ)の 専門辞書と共有可能です。

(7)そ の 他

 辞 書 登 録 、翻 訳 状 況 表 示 、翻 訳 キ ャ ンセ ル等 、様 々

な機 能 をチ ュー ニ ン グ し、 パ ソ コ ン上 で さ ら に使 い

易 く、 パ ー ソナ ル に仕 上 げ ま した 。

(8)価 格

 イ ン ター ネ ッ ト翻 訳 ソ フ トと して 十 分 な機 能 を備

え、 初 め て1万 円 を切 る9,800円 を 実現 し ま した 。

(1)特 別 な 手続 き無 しで 、 簡 単 に、 あ らゆ る ブ ラ

ウザ(ネ ッ トス ケ ー プ 、エ クス プ ロ ー ラ 、エ アモ ザ

イ ク、 一 太郎 の ジ ャ ス トビ ュー 等)と 連 動 して動 作

します 。

(2)高 いレイアウ ト保存性を持ち、原文の英語の

画面も翻訳画面 も同じ形で表示します。もちろん、

翻訳画面から直接サーフィン可能です。

(3)翻 訳 時 間 は、 標 準 的 なWWWホ ー ム ペ ー ジ

で 約10秒 、長 いペ ー ジ も20秒 程 度 で 高 速 翻 訳 します 。

(ペ ン テ ィ ア ム プ ロ セ ッサ100MH相 当 パ ソ コ ン使

用 時)

3.構 成

 以 下 にPC内 部 の構 成 を示 し ます 。

Windows95(Windows NT)

PFI

翻 訳

 プ ロセス ↓
難

(4)家 庭か ら電話でインターネッ トに接続す る

(PPP接 続)利 用者も、社内のLAN環 境で使用す

る利用者 も、簡単に接続可能です。

(5)ヘ ルプ画面 は沖 ソフ トウェア株式 会社 の

WWWサ ーバ内 に用意 し、利用者に送信 します。

常に最新の情報をお届けします。

PFI

メイン

 プ ロセス 菰

t

PPP接 続

IP接 続

ヒ苧ユーア ソフト

Netscape

InterNet

  Explore

一 太 郎6
.3

AIR Mosaic

Info Mosic ...

      等 々

種類 を問わず

← イ ン タ ー ネ ッ ト
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4.動 作 環 境

   ・Windows95ま た はWindowsNTが 動 作 し、

   WWWへ の ア クセ ス が 可 能 なパ ソ コ ン

   ・メモ リ8MB以 上

   ・デ ィス ク空 容 量30MB以 上

   ・ダ イ ア ル ア ップ接 続 す る場 合 は モ デ ムが 必

    要で す 。

   ・ブ ラ ウザ(ネ ッ トス ケ ー プ 、エ ク ス プ ロ ー

    ラ等)

5.価 格

  本体

  ・:11

  (イ ンタ ー ネ ッ ト辞 書 含 む)

専 門 辞 書

   111

  9分 野 の 辞 書 を含 み ます 。

  (ビ ジ ネ ス 、経 済 、技 術 基 本 、情 報 通 信 、

  自動 車 、科 学 、電 気 、 医 療 、機 械)

6.提 供 媒 体

 CD-ROM

 注 意 本 ソ フ トを イ ンス トー ルす る た め にCD

    -ROMド ラ イ ブが 必 要 で す 。

翻訳前 画面例 翻訳後 画面例

録

卜 、.鷺
・: ㌣ 「〒一「 圏

榊鰭凝轡

轡

●
灘  ご
    瞭 糞鋤 ・聯鷲

    嚇握虚ぜ酒

翔
.一

  Mlp/l°xkw[ncki[dlc°p/pevee/pMld/NeMn

                    r

pEflSEE
INTドE°R随NET

、鯉 欝 矯 `∵ 紅
    購撫 纏 、藁 、、

C

' 麟
響
羅
鱗

鴫 響轟騨:;・
漁 轟 竈 、・

璽 '轡暫

1馨畿 話

                   .酬・畿譲   '

盤●1鼎T命
「"`

霧潔 繊 雛ヤト
劇麟働 鞠縣顛吟網幣蜘

.  禦 雌`

  .轄 齢 一醐

                          「一 一一一「一 一

*PENSEE for Internetは 、 沖 電 気 工 業 株 式 会 社 の機 械 翻 訳 エ ン ジ ン を使 用 して沖 ソ フ トウ ェア株 式 会 社 が

 開発 及 び商 品化 した もの です 。

*PENS直E(パ ンセ)は 、大 阪 ガ ス株 式 会 社 、株 式 会 社 オ ー ジ ス 総研 、 及 び沖 電 気 工 業 株 式 会 社 、 の 登 録

商標 です 。

*そ の他 一般 に 各社 名 、各 製 品名 は 各社 の 商号 、 商標 、 また は登 録 商 標 です 。

問 い 合 わ せ先

    沖 ソ フ トウェ ア株 式 会 社 営 業 部営 業 第2グ ル ー プ

                 TEL.03-5970-9952 FAX. 03-5970-9902
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新製晶紹発

Rupo JW-V700の 英 文 翻 訳 支 援機 能

株式会社 東芝

 パ ー ソナ ル ワー プロRupo JW-V700(写 真)に 、

業 界 で 初 め て 、 英 日翻訳 機 能 を搭 載 し ま した。

形式(英 文と和文を1行 ずつ印刷)に 印刷すること

ができます。

1.背 景

 近 年 、 イ ン ター ネ ッ トや 海外 製 品 の 普及 に伴 い、

英 文 を読 まな け れ ば な らな い機 会 が増 え て きま した。

そ う した 中 で 、 翻 訳 ソ フ トが 注 目 され て い ます 。 パ

ー ソ ナル ワー プ ロ に も、 本 格 的 で 、 か つ 、誰 で も手

軽 に使 え る英 日翻 訳 機 能 を搭 載 して欲 しい とい う要

望 が あ り、 今 回 、 英 日翻 訳 機 能 を搭載 し ま した。

2.特 徴

 JW-V700の 英 日翻訳 機 能 の最 大 の長 所 は、

  ・翻 訳 ソ フ トを イ ンス トー ル す る必 要 が な い

  ・㏄Rや プ リ ン タを 内蔵 して い る

とい う こ とで す 。 次 に 、

  ・誰 で も手 軽 に使 え る

とい うこ とで す 。 パ ー ソナ ル ワー プ ロ は 、 ワ ー ク ス

テ ー シ ョンや パ ソ コ ン と違 っ てユ ー ザ層 が広 い です

か ら、 これ は 当 然 と もい え ます 。 また 、 パ ー ソナ ル

ワー プ ロ にあ って も、

  ・翻 訳 エ ン ジ ンが 本 格 的 で あ る

こ とを 目指 しま した 。

3,製 品 仕 様

3-1.Rupo 1台 で 、 OCRで 読 取 り、 ス ペ ル チ ェ

   ック、 翻 訳 、 印刷 の すべ て が可 能

 本 体 内 蔵 の ㏄Rで 、印 刷 され た 英 文 を読 み 込 み 、

その ま ま翻 訳 す る こ とが で き ます 。 こ の ㏄Rは 、

業 界 一 の 優 れ た性 能 を もっ て い ます 。 ま た 、直 接 打

ち込 ん だ 英 文 は 、 翻訳 前 に スペ ル チ ェ ック機 能 で ス

ペ ル の 間 違 い をチ ェ ッ クす る こ とが で き ます 。 スペ

ルチ ェ ッ ク時 に 未 登録 語 をユ ーザ ー辞 書 登 録 してお

けば 、 翻訳 時 に 反 映 され ます 。

 翻 訳 結 果 は 、内蔵 プ リ ンタ を使 って 、対訳 形 式(左

側 に英 文 、 右側 に対 応 す る和 文 を 印刷)ま た は交 互

3-2.か な漢字変換の操作 との互換性

 翻訳モー ドには、全文を一括 して翻訳する 「一括

翻訳」と、一文ずつ翻訳する 「逐次翻訳」 とがあり

ます。翻訳中は、画面の上下に英文 と和文を同時に

表示 します(図1)。

 逐次翻訳では、英文表示画面で英文を修正 してか

ら再翻訳 したり、和文表示画面で直接訳文を修正す

ることが可能です。また、別の訳語に変えたいとき

には、英文、和文 どちらの画面からでも、変えたい

単語の上にカーソルを移動 して変換キーを押すだけ

で、次の訳語が得 られるようにしました。これは、

Rupoの かな漢字変換での次候補操作 と同 じです。

操作性を考慮 しました。

3-3.本 格 的 な翻 訳 エ ン ジ ン

 翻 訳 方 式 に は、 「トラ ンス フ ァ方 式 」 を採 用 して

い ます 。 ま た 、構 文 解 析 は 、 「拡 張 語 彙 遷 移 ネ ッ ト

ワ ー ク文 法 」 を採 用 してい ます 。 標 準 辞 書 の語 数 は 、

約6万1千 語 で す 。

3-4.文 法 知 識 の不 要 なユ ーザ ー辞 書 登 録

 ユ ーザ ー辞 書 に は、 約2千3百 語 が 登 録 可 能 で す 。

文 法 知 識 の ない 一 般 の ユ ーザ に とっ て、 登 録 時 に訳

語 の 活 用 の 種 類 を指 定 す る こ と は難 しい こ とで す 。

そ こで 、 活 用 例 を表 示 す る こ と に よ って 、誰 で も簡

単 に指 定 で き る よ う に しま した 。 ま た、 登 録 す る単

語 は 、 英 文 中 か ら取 り出 す こ とが で き ます が 、取 り

出 した 単 語 が 過 去 形 や 進 行 形 な どの 場 合 は、 原 形 に

変 換 す る こ とが で き る よ う に しま した(図2)。

 ユ ー ザ ー 辞 書 管 理 機 能 に は、 一 覧 表 示 、 詳 細情 報

表 示 、検 索 、 追 加 、 修 正 、 削 除 、 一 括 削 除 、 ソー ト、

保 存 呼 出 しの 機 能 が あ ります(図3)。

一24一



3-5.翻 訳 もす る英 和 辞 典 機 能

文書作成中に、英和辞典機能を使って、英単語の

辞 書 引 きをす る こ とが で きます(図4)。 ユ ーザ が 単

語を指定 したときに訳語を表示するのはもちろんの

こと、英文が指定 されたときは翻訳 して訳文を表示

します。訳語や訳文を英文中に挿入することもでき

ま す 。

【価 格 】

JW-V700 250,000円(税 別)

   (英文 翻 訳 支 援 機 能 内 蔵)

帆 外.鰍 縛.尋

.屋.{1ピ抽 舞茎鱗
.鞭 騰.辮

【問い合わせ先】

株式会社 東芝

  ワープロ ・パーソナル情報機器事業部

TEL.03-3457-2903
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瓢製品紹傘

「日英辞書引 き君」

NEC

 NECで は こ の た び 日本 人 の 英 文 作 成 を支 援 す る

た め の 辞書 引 き ソ フ トウエ ア 「日英 辞 書 引 き君 」 を

開 発 い た しま した 。 こ の ソ フ トウエ ア は当 社 の パ ソ

コ ンPC9821「CanBe」 に プ レ イ ンス トー ル さ れ て

い る ほ か 、 パ ッケ ー ジ ソフ トと して も 「ラ ンチ パ ッ

クVer.2」(Windows3.1用:9,800円)、 「ユ ー ス フ

ル パ ッ ク」(Windows95用: :11円)に 含 まれ て お

ります 。

1. 「日英辞書引き君」の役割

 近年、社会全体の国際化および世界規模の電子ネ

ットワークの発達により、海外と情報のや りとりを

行なう機会が急増しています。 しか し日本から海外

への情報発信の環境整備はまだ進んでいません。

 その原因の一つに言葉の壁があ ります。海外へ送

信する情報の多くは英語で記述する必要があ ります

が、多 くの日本人は英語を書 くのを苦手としていま

す。ただ し苦手 といっても全 く書けないわけではあ

りません。日本人の多くは、文法的に正 しい文章を

書くことはある程度できるのですが、日本語と英語

が全く異なる言語であるため、特に英語の用語 ・用

法の選択に困るケースが多いものと考えられます。

 英文を書 く時、通常我々は書きたい内容 をまず日

本語で発想 し、和英辞書を引いて適切だと思われる

英単語を選択 し、英和辞書を引いてその単語の構文

や例文を確かめるといった手順を踏みます。

 近年は電子化された英和/和 英辞書が市販 されて

いますが、ワープロやエデ ィタ上の文書作成作業と

連係 をもっていないために、残念ながら英文作成の

有効な助けにはなっていませんで した。そこでこの

問題 を解決したのが 「日英辞書引き君」です。

2. 「日英辞書引き君」の特徴

●仮名漢字変換 と同様のインタフェース

 「日英辞書引き君」は、日本語ワープロで使われ

る仮名漢字変換の操作法を日本語英語単語変換に拡

張 したものです。日本語が入力されると、日英の辞

書を引いて、各単語に対応する英単語を表示 します。

仮名漢字変換の時に同音異字が選択できるのと同様

に、 「日英辞書引き君」では元の日本語の単語に対

応する複数の英訳語 を変換候補として表示しますの

で、カーソル移動によって適切な訳語 を選択するこ

とができます。英訳語が選択できたら、リターンキ

ーを押すことで、その単語がワープロやエディタに

取 り込 まれます。

 例えば、ワープロやエディタ上で英文を書いてい

て、日本語の 「料金」に相当する英語の単語がよく

わからなくなったという状況を想定 します。そのよ

入力

かな漢 NECAI[ATOK[巫 ヨ

∀

日英辞書引き君

・・曇

  ワープロ

A
   隅 81C       暫 引1

       凹S→幽ll  鳴ET

   SCAPE

www メー ル

図1「 日英辞書引き君」の使用環境
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う な時 、 「日英 辞 書 引 き君」 を起 動 し、 キ ー ボ ー ド

か ら 日本 語 で 「料 金」 と入 力 し ます 。 す る と 日本 語

の 「料 金 」 に 相 当 す る 英 語 の 訳 語 候 補 、 例 え ば 、

「charge」「fee」「fare」「rate」「toll」な どが 表 示 さ れ る

の で 、 そ こか ら適切 な単 語 を 選択 し ます。 そ の 際 、

名 詞 な らば 複 数 形 、動 詞 な らば 、3単 現 、過 去 、過

去 分 詞 、現 在 分 詞 な ど必 要 な変 化 形 に ワ ンタ ッチ で

変 更 で き ます 。 リ ター ンキ ー を押 す と、 そ の単 語 が

元 の文 書 に そ の ま ま取 り込 ま れ ます 。

●訳語選択用補助機能およびCD-ROM辞 書検索機能

 仮名漢字変換の場合には選びたい漢字がユーザの

頭にあらか じめイメージされているのが普通ですが、

英語の単語を選択する場合には、ふさわしい単語の

判断が出来ないのが普通です。上記の 「料金」 に相

当する英語の単語の場合を例にとると、 「charge」

「fee」「fare」など日本語から見て類義語に相当する

単語のどれが今書いている文書に適切 なものかはす

ぐにはわか りません。そこで 「日英辞書引き君」で

は、英訳語候補を表示する際に、それらの使い分け

を示 した候補選択用の補助情報も一緒 に表示します。

例えばサ ー ビスや労働 に対 して支払 う料金 には

「charge」が、運賃の場 合には 「fare」が使 われる

といった用法説明が補助情報 として記述されていま

すので、ユーザはそれを元にして適切な英訳語 を選

択することができます。

 しかしそれでもまだ不十分で、その単語の使われ

る構文や文脈などを英和辞典の例文などにより確認

したい場合があります。この要求に答えるため 「日

英辞書引き君」は、市販 されているEP-WING規 約

に準拠 したCD-ROMの 英和 ・和英辞典をワンタッ

チで検索 ・表示する機能を備えています。候補訳語

の一つに焦点を合わせ、CD-ROM検 索ボ タンを押

すことで、CD-ROM辞 書 を引いてその単語の見出

しを探 しだ し、内容を別画面に表示 します。CD-

ROM辞 書の内容は複数表示することが可能ですの

で、類義語の辞書内容を読み比べて、今書いている

文書に最適な単語を選択することが可能となります。

●充実 した慣用表現辞書

 日本語を英語に訳す時に困る表現に慣用表現があ

ります。例えば 「電話する」 とい う意味の 「電話を

かける」 という表現には 「かける」という動詞が使

われていますが、その英訳 は 「hang」や 「lack」で

はなく 「make」(「電話をかける」→ 「make a call」)

でなければなりません。 「日英辞書引き君」は基本

辞書約10万 語の他にこのような日本語の慣用表現辞

書約1万 表現 を標準装備 していますので、日本語 ら

しい言い回しを英語らしい言い回しに直す際続きの

強力な手助けとな ります。また 「電話をかける」の

例で も 「壁に電話 をかける」の場合の 「かける」は

文字通 りの用法ですが、このように同じ表現に文字

通 りの読みと慣用表現の読みとの両方がある場合に

は、通常の訳語選択 と全 く同様のカーソル操作で一

方から他方へ切替えられるようになっています。

●任 意 の ワー プ ロや エ デ ィタ と組 合 せ 可 能

 「日英 辞 書 引 き君 」 は仮 名 漢 字 変 換 と同様 に他 の

ワー プ ロ や エ デ ィタ な ど と組 み 合 わ せ て使 う ソフ ト

ウエ ア で す 。Windows3.1あ る い はWindows95上 の

任 意 の ソ フ トウエ アか ら起 動 をか け る こ とが で き、

結 果 は元 の ワー プ ロや エ デ ィタに と りこ まれ ます 。

図1は 「日英 辞 書 引 き君」 を使 用 す る際 の構 成 図 で

す。 仮 名 漢字 変換 ソ フ トウエ ア は現 在 お 使 い の もの

を そ の ま まお使 い い た だ け ます 。 ワ ー プ ロや エ デ ィ

タ も皆 さん の慣 れ 親 しん だ もの と組 み 合 わせ る こ と

が可 能 で す。 す な わ ち、現 在 の文 書 作 成 環 境 に 「日

英 辞 書 引 き君 」 を ア ド ・オ ンす る だ けで 、 英 語 作 成

支 援 環 境 を作 り上 げ る こ とが で きる わけ で す 。 電 子

メ ー ル ソ フ トと組 み 合 わせ れ ば 、 その ま ま海外 との

英 文 手 紙 の や り と りに 活用 して い た だ くこ とが で き

ま す 。 図2はWindows95上 の 「メ モ 帳 」 か ら 「日

英 辞 書 引 き君 」 を起 動 した 時 の画 面 で す 。

3. 「日英 辞 書 引 き君 」 の動 作 環 境

「日英 辞 書 引 き君 」 は以 下 の環 境 で 動 作 します 。

本 体 PC-9800シ リー ズ

OS Windows3.1又 はWindows95日 本 語版

CPU  i486   20MHz以 上

     (Windows95の 場 合33MHz以 上 を推 奨)

 メモ リ 8MB以 上

     (Windows95の 場 合16MB以 上 を推 奨)

デ ィス ク空 き容 量OS+10MB以 上

〈お 問 い 合 わ せ 先>

NECパ ソコ ン イ ン フ ォメ ー シ ョンセ ン ター

〒108東 京 都港 区 芝浦4-16-23(ア クアシティ芝浦 ビル)

TEL  O3-3452-8000
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新製晶の紹窯

英 日 翻 訳 支 援 ソ フ ト 「Dr.SURF for Windows」

                           (株)メ ディアヴィジョン
                          九州松下電器(株)開 発研究所

 (株)メ デ ィア ヴ ィジ ョンで は 、九 州 松 下 電 器(株 〉

か ら ラ イ セ ン ス を受 け 、Windows上 で 動 作 し、英

文 テ キ ス トの 翻 訳 と イ ン ター ネ ッ トWWWブ ラ ウ

ザ の翻 訳 の2つ の翻 訳 を行 う こ とが で きる 英 日翻 訳

支援 ソフ ト 「Dr.SURF for Windows」 を11月22日 に

発 売 い た しま した。

 世 界 中 の情 報 を簡 単 に入 手 で き る こ とで 、今 、俄

然 注 目の イ ン ター ネ ッ ト。 しか しなが ら、 残 念 な こ

と に、 イ ン ター ネ ッ トの 世 界 で は 公 用 語 は 英語 で す 。

「WWWサ ー バ を 自 由 に サ ー フ ィ ン しな が ら、 す

ばや く内容 を把 握 した い。」そ ん なユ ー ザ の 願 い に応

えた 英 日翻 訳 支 援 ソフ ト、 そ れ が 「Dr.SURF」 で す 。

 「Dr.SURF」 は 、 英文 テ キ ス ト翻 訳 対 応 の 「テ キ

ス ト翻 訳 モ ー ド」、イ ン ター ネ ッ ト対 応 の 「リ アル タ

イ ム翻 訳 モ ー ド」、 「キ ャ ッシ ュ翻 訳 モ ー ド」 の3つ

の翻 訳 モ ー ドを装備 し、 こ れ ら を ク リ ック ひ とつ で

切 替 え る こ と に よっ て 、1本 の ソ フ トウ ェ ア上 で 、

英 文 テ キ ス トの 翻 訳 と イ ン タ ー ネ ッ トWWWブ ラ

ウザ の 翻 訳 が 可 能 で す 。

してからも各ページの翻訳 ・表示が可能なため、接

続時間を気にせずに情報を読むことがで きます。
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[Dr.SURFが 提供するブラウザ翻訳の特徴]

英文 と訳文を同一ブラウザ上に表示 [図1]

    英文と訳文を交互に表示する画期的な表示

    方法により、英文と訳文の対応関係が一目

    でわか ります。

内容把握に便利な句単位翻訳

    英文を句に分割して翻訳することで、英文

    と訳文の対応関係を更にわかりやす く、内

    容をより簡潔に伝えます。

通信 しながらリアルタイムに翻訳

    パソコン上にサーバを実現 したため、特別

    なマシンを介さずに、リアルタイムに通信

    を行いながら翻訳を行 うことが可能です。

 さらに、Netscape Navigator 1.Xで ディスクキャ

ッシュされたデータを翻訳する 「キャッシュ翻訳モ

ー ド」を用いると、インターネットへの接続を解除
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図2 テ キ ス ト翻 訳 モ ー ド

 さて、 これ まで 「Dr.SURF」 で の イ ン ター ネ ッ ト

WWWブ ラ ウザ 翻 訳 につ い て御 説 明 致 し ま した が 、

「Dr.SURF」 はWWWブ ラ ウザ 翻 訳 の み に特 化 し

た もので は な く、対 訳 形 式 の エ デ ィ タで の 英 文 テ キ

ス トの翻 訳 も可 能 です[図2]。 以 下 に、 「Dr.SURF」

の概 要 を御 紹 介 致 します 。
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〔特 徴 〕

・ 「テキ ス ト翻 訳 モ ー ド」、 「リア ル タイ ム翻 訳 モ ー

 ド」、 「キ ャ ッシ ュ翻 訳 モ ー ド」 の 目的 に応 じた3

つ の 翻 訳 モ ー ドを装 備 。

・翻訳 結 果 の 表 示 方 法 で 句 単 位 また は文 単 位 の選 択

が 可 能 。

・UNIX版 翻 訳 支 援 ソ フ トの エ ン ジ ンを継 承 し
、 卓

越 した構 文 解 析 能 力 に よ り、 高 い 翻 訳 精 度 を実 現 。

・70,000語 の 基 本 辞 書 、50,000語 まで 登 録 可 能 なユ

ー ザ 辞書
、約3,000語 の イ ン ター ネ ッ ト専 門 用 語 辞

書 を標 準 搭 載 。さ らに18種 の 専 門 用 語 辞 書(別 売)

を用 意(3種 類 の 専 門 用 語 辞 書 を同 時 使 用 可 能)。

・簡単 操 作 の 辞書 登 録 と訳 語 の学 習 で 翻訳 精 度 を 向

上 。

・ク リ ップ ボ ー ド中 の 英単 語 の訳 語 を 一 覧 表 示 す る

ク リ ップ ボ ー ド辞 書 引 き機 能 に よ り、単 体 の 辞書

感 覚 で の使 用 も可 能。

・直 感 的 で 簡便 な イ ン ター フ ェ イ ス に よ り操 作 性 を

向上 。

● キ ャ ッ シュ デ ー タの 一 覧 表 示[図3]

● キ ャ ッ シュ デ ー タのNetscape表 示1一
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〔機能〕

●翻訳

文末表現の設定(で ある調/で す ます調)

翻訳表示単位の設定(句 単位/文 単位)

  *ブ ラウザ翻訳時

3つ の翻訳方法(全 文翻訳/一文翻訳/範 囲指定翻訳)

  *テ キス ト翻訳時

別訳語の選択

  *テ キス ト翻訳で一文翻訳時

●辞書

5種 類の辞書を同時使用可能

  (基本辞書、ユーザ辞書、専門用語辞書3種)

クリップボー ド辞書引き

訳語の学習

  (クリップボード辞書引き、別訳語の選択で指定)

●テキス ト編集

文末判定、文揃え、検索/置 換、

前編集機能(品 詞指定、挿入句指定、原文指定)、

カッ ト、コピー、ペース ト、クリア、

英文/訳 文全てをカッ ト

●テキス ト印刷

英文印刷、訳文印刷、対訳印刷

図3 キ ャ ッシ ュ翻 訳 モ ー ドの一 覧表 示 画 面

〔動 作 環 境 〕

・対 応OS:Windows 3 .1日 本 語 版 また は

     Windows 95日 本語 版

・メ モ リ lWindows 3 .1の 場 合8MB以 上

           (推奨16MB以 上)

     Windows95の 場 合16MB以 上

・ス ワ ップ領 域(仮 想 メモ リ):30MB以 上

・HDD空 き容 量:14MB以 上

・CD-ROMド ラ イブ

・対応TCP/IP:Windows 3 .1の 場 合:

       Chameleon, Trumpet Winsock

      Windows95の 場 合:

       Windows95日 本 語 版 に添 付 の もの

・WWWブ ラ ウザ:Netscape Navigator 1 。X推 奨

〔価 格 〕

・標 準 小 売 価 格 14
,800円(税 別)

キ ャ ンペ ー ン価 格  :11円(税 別)

専 門用 語 辞 書(オ プ シ ョ ン)全18種

 各2,700円 ～48,000円(税 別)

《お 問 い 合 わせ 先 》

株 式 会 社 メ デ ィア ヴ ィ ジ ョ ン

〒102 東 京 都 千 代 田区 九 段 北1-14-21

   九 段 ア イ レ ック ス ビ ル3F

TEL:03-3222-3908
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